




























H-∑(∑ Sa･Sa+6m+7Sα･Sa+6レ)(ヮ ≧0)a∈A m-1
で､格子の次元とLROの存在との関係を調べた｡その結果として､1次元性が強く (7が
大きく)なっても､LROは存在し得るし､3次元で､ワニ0のときはTN-0だが､甲が少
しでも有限になると､有限温度でLROが現われて急激にTNが増大することがわかった｡
また最も注目されている､2次元正方格子上のS-÷反強磁性HeisenbergModelのLROの
存在についての議論も加えたい｡
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